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A 研究報告概要  

○ 一覧表（感染症種類毎）  

○ 感染症毎の主要研究報告概要  

○ 研究報告写  

研究報告のまとめ方について  

1平成18年6月1日以降に報告された感染症定期報告に含まれ  

る研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概要  

一覧表を作成した。  

2 一覧表においては、前回の運営委員会での報告したもの以降の  

研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の内容  

を添付した。   



感染症定期報告の報告状況（平助8年6月1日～平成18年8月31日）  資料1  

別随料；量・〃 ・（霊        ん，1 匡菜：て 転ぎ∴～ 
60062  2006／06／20  A型肝炎  Epidemio】  1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液凝  

Infect2006；  固因子との因果関係を調べるため、比較対照試験と分子学的HAV検  
134：87－93  出を行った。疫学的調査およぴHAVRNA配列検査から、凝固因子Vm  

の1ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになった。   

80058  2006／0（；／02  E型肝炎  JGenVirol  日本国有のE型肝炎ウイルスの分子学的追跡を行った。日本で回収さ  口  

2006；87：  れた遺伝子型3HEV24株および遺伝子型4HEV24株は、82lntRNAポ  
949－954   リメラーゼ遺伝子フラグメントから成る系統樹で、外国株とは明らかに  

異なるクラスターを示した。ヌクレオチド置換速度から、日本固有HEV  
の先祖は、英国から日本ヘヨークシャ種のブタが輸入された1900年頃  
進入したと考えられた。遺伝子型3の進化は1920年代から緩やかに始  
まり、遺伝子型4は1980年代から急速に広まった。日本におけるHEV  
の土着化と蔓延は豚肉摂食の大衆化と関連することが示唆された。   

60056  2006／06／02  E型肝炎  JMedVirot  2005年に、英国国内で感染したE型肝炎の症例が、バーミンガム市内  
2006；78：   の病院で8例発見された。E型肝炎は英国ではまれな疾患と考えられ  
473－475   ており、通常は流行地への渡航後に発症する。急性肝炎の患者すべ  

てに、渡航歴とは無関係にHEVの可能性を考慮する必要がある。   

60077  2006／07／10  E型肝炎  肝臓2006；  今回われわれは血液感染のハイリスクグループである血友病患者に  2  
47（Suppleme  おけるHEV抗体の陽性頻度を調査した。その結果、調査した血友病患  
ntl）：   者80例の内の13例（16，3％）がHEV抗体陽性であった。過去の研究で  
A168   は日本人の供血者におけるHEV抗体の陽性率は3．7％、透析患者で  

9．4％と報告されており、血友病患者におけるHEV血液感染の可能性が  

示唆された。また、他のウイルスマーカーの陽性率については、HEV  
抗体陽性例と陰性例では差は見られなかったが、年齢が高い方が  
山EV抗体腸性例の割合が高く、血液製剤によるHEV伝播の時期を示  
唆する結果が得られた。   

60085  2006／07／24  E型肝炎  日本赤十字  

社  成16年11月1日から平成17年10月31日にブタ、シカなどの生肉、生  

http：／／www．   

mhIw．goJp／sh  血液検体からHEV－RNAが1例検出された。平成17年11月1日から12  
ingi／2006／01  月31日に生肉、レバー、ホルモンの喫食歴のある献血者は49，361人  

／dl／sO126－  中13．835人（28．0％）で、その血液検体からHEV－RNAが5例検出された。  

10eO5．pdf  平成17年1月1日から12月31日に、試行的HEV20プールNAT検査を  
行ったところ、295，442人中30人が陽性で、約1／10000の陽性率であっ  

た。   

60077  2006／07／10  E型肝炎  日本輸血学  北海道地区において試験研究的に献血時にHEV関連問診を追加する  3     会誌2006；  とともに 、HEVNATスクリーニングを実施し、問診の有効性とHEV感染  
52：231   の実態を調査した。結果は、HEV問診に該当したのは765名（0．3％）で、  

その内の1名（0．1％）にHEVRNAが認められた。HEVNATスクリーニン  
グ陽性者は20名（HEV問診該当者1名を含む）で、陽性率は1／11，090  

であった。陽性者の多くはALT値が正常でHEV抗体は陰性であった。  
道内の献血者のHEV RNA陽性率は予想以上に高い。HEV問診や抗  
体スクリーニングはHEVRNA陽性者の排除には有効ではない。   

60085  2006／07／24  HlV   CDRWeekly  英国におけるHⅣおよぴATDSの四半期最新情報（2005年12月末まで  
2006；16（4）  のデータ）。HIV診断総数は増加を続けており、2005年度は7，700例を  
川∨′／STIs  越えると予想される。2004年から2005年のHⅣ診断数増加の大部分は  

Reports   男性と性交渉を持つ男性が占める。現在のところ2005年の新規の  
AIDS診断数は474例であった。1982年のサーベイランス開始以降の英  
国での累計は川∨診断数76，850例、AIDS診断数21，898例となった。   

1／8  
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感染症定期報告の報告状況（平成18年6月1日～平成18年絹31日）  資料1  

2006／06／02  ドイツで初め  JMedViro1  
2006；78：  

31卜317   

ト免疫不全ウイルス1型  

（HZV－1）が同定された。このウイルスは、NucFiSense川V－1QTassay  

（OrganonTecknika／bioMerieux）では検出不能であり、Monitorvl．5  

test（RocheMoJecuJar．Systems）ではLCx川VRNAQuantitativeassay  
（AbbottLaboratories）に比べ有意に低値を示した。プライマーとプロー  

ブ結合部位でのヌクレオチドの不整合が、定量差の原因である。HlV－  
1の遺伝的多様性がアツセイにおける検出と定量に影響を与えること  

に注意すべきである。  

2006／06／20  狩猟、  屠殺、飼育を通して非ヒ  InternationaJ  
Con俺rence  

OnEmergi喝  

lnfectious 
Diseases  
2006；Mar  
19－22；  

ト霊長類（NHP）の血液と接触がある中  

央アフリカ人930名の血祭検体を用いて、HTLV多様性を調べた。ウエ  

スタンプロット法で陽性の13例から、PCRによりプロウイルスを増幅し、  

系統発生学的分析を行った。その結果、HTLV－3とHTLV－4と名づけた  

新しいウイルスの感染例（2例）が明らかになった。HTLV－3は、今まで  
ヒトでは見られなかったSTLV－3に属する。11例でマンドリル由来のも  

のなど、多様なHTLV－1感染が見られた。  
2006／06／02  2006年  

Report2006；  
12（2）：卜3   AABBWeekly  

1月5～6日に米国保健省血液安全安定供給諮問委  

ンフルエンザの大流行とその血液供給に及ぼす影響について議論さ  

れた。特に短期生存型血小板の供給が脅かされることが強調された。  
また血液供給者の潜在的ウイルス感染問題も含めて、安全な血液供  
給に関する研究がさらに必要であるとされ、保健省が取り組むぺき対  
応策を可決した。  

2006／06／02  米国において、ブタのノロ  EmergInf占ct  

Dis2005；11：  

1874－1881   

ウイルスについて調べるため、正  
糞便275検体をRT－PCR法によりスクリーニングした。6例が腸性で、遺  
伝子配列分析の結果、ゲノグループⅠⅠの型と潜在的組み換え型が同  
定された。1つの遺伝子型は遺伝子的、抗原的にヒトノロウイルスと関  
連性があった。  

2006／06／20  2005年4月1日から2006年2  Eurosurve＝a  
nce2006；  
11（4）：060420   

月28日の聞に、フランスで307例のチクン  
グンヤ輸入例が同定された。平均年齢は47歳（ト81歳）であった。月  
別の輸入例数はレユニオンでの発生状況と関連が見られた。自発例  
は2006年3月に1例発生したが、輸入例患者をを看護した看護師で、イ  
ンド洋への旅行歴はなく、血液の暴露による感染と考えられた。  

2006／06／02  米国で1987年か  J Clin 

Microbio1  

2005；43：  

5428－5434   

ら1996年の間にHⅣ感染小児患者57例から採取し  

凍結保存した末梢血単核細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者  

19例から採取した新鮮PBMCにおいてヒトパピローマウイルス（HPV）  

DNAを調べた。患者細uと健常者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグ  
ループの大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出さ  
れたHPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリ  
アであり、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

2006／06／20  サル泡沫状ウイルス（SFV）は非ヒ  J Med 

Primato1  

2005；34（Sl）：  

333   

ト霊長動物で蔓延している非病原性  

感染症であるが、唾液を介して伝播すると考えられている。最近ヒトで  
の感染が報告された。SFVが血液を介して伝播するかを調べるため、  
SFV陰性アカゲザルに生物学的および遺伝的に異なったSFVに感染  

した2匹のアカゲザルの血液を輸血し、ウイルス感染および持続、抗  
体反応、臨床的変化をモニターした。接種後1年目の結果から、全血  
でSFVが伝播することがあることが示された。  

2006／06／20  ヒトにおけるVesivirus感染を  JMedViroI  
2006；78：  

693－701   

調べるために、米国オレゴン州の赤十字  

血液検査研究所で1996年から1999年に供血着から集められた血清  
765例について検査した。その結果、抗体陽性率は、健常ドナー群で  
12％（374例中44例）、高ALT値群で21％（350例中73例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で299も（41例中12例）、輸血または透析に関連した  
肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。さらに、RT－PCR試験を実施  
した112血清検体の内11検体（9．8％）が陽性であり、既知のVesivirusと  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過  
去にVesivirusに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血症者もいるこ  
とを示している。  

2／8  
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感染症定期報告の報告状況（平成18年6月1日～平成18年8月31日）  資料1  
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60056  2006／06／02  ウイルス  ProMED2006  インド洋西部でテクングンヤウイルスによる感染症が流行している。レ  
感染   0205－0040  ユニオン島では2006年1月下旬の1週間だけで1万5千人増え、計5万  

人に達した。モーリシャス当局はウイルスを媒介するヒトスジシマカの  
駆除を決定した。   

60062  2006／06／20  ウイルス  ProMed20060  インド洋海域からフランス本土への帰国者の中にチクングンヤ感染者  

感染   225－0619  が発見された。フランス保健省によるとチクングンヤ熱は治療法もな  
く、ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も  
人口の約20％が感染している。   

感染   60102  2006／07／31  ウイルス  カナダPublic  カナダ公衆衛生局は最近4例のカナダ人旅行者でチクングンヤ感染が  8      Heaトヒh  原因と思われる疾患を確認した。これらの患者はレユニオン島などへ  
Agencyof  旅行し、2月から3月の初めに発症した。ヨーロッパでも帰国者による輸  
Canada2006  入例が報告されている。インド洋南西諸島で2005年3月から2006年4  
年5月26日  月22日までの間に公式に報告されたチクングンヤ感染例は3877例で  

あるが、実際には255000例に達すると思われる。インドでは2005年12  
月以来、チクングンヤウイルスのアウトブレイクが報告され、2006年4  
月20日現在、153324例に達する。カナダ公衆衛生局は旅行者に対し、  
蚊に刺されないように等、注意を呼びかけている。   

60080  2006／07／19  ウイルス  第80回 日本  日本におけるヒトポカウイルス（HBoV）検出状況を調査した。2002年10  9  
感染   感染症学会  月～2003年9月、2005年1月～7月の2シーズンに、小児下気道感染症  

総会・学術講  患者318例から採取した鼻咽頭スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基  
演会   配列を決定した。318例中18例（5．7％）でHBoVが検出され、検出された  

患者の年齢は7ケ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中していた。  
HBoVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルスになっていると推定され  

た。   

60056  2006／06／02  ウエストナ  CDC   2005年8月－9月にニュー］－クとへ○ンシルハ●ニアで臓器移植を受けたレシピエ  

イルウイル  

ス   dc．gov／nddo  による感染は、ドナーの血液が核酸増幅試験陰性、IgM、tgG抗体陽性  
d／dvbid／west  

n‖e／qa／trans  

fusion．htm   

60056  2006／06／02  ウエストナ  CDC／MMWR  2005年9月、米国で共通のドナーから臓器移植を受けたレシピエント4  
イルウイル  名中3名にWNV感染が確認された。ドナーから採取された血清およぴ  
ス   54（Dispatch）：  血舞サンプルの検査でWNV－IgM抗体、IgG抗体は陽性を示したが、  

1－3   WNV－RNAは陰性であった。   

60056  2006／06／02  ウエストナ  朝日新聞  厚生労働省は2005年10月3日、米国から日本帰国した男性会社員が  
イルウイル  

ス   日   感染例である。   

60056  2006／06／02  エボラ出  

血   438：575－576  霊長類におけるエボラ流行時に採集された1030の小型脊椎動物にお  

いて、エボラウイルスについて調べた。エボラウイルスに特異的な抗  
体が3種類のコウモリの血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレ  
オチド配列が同じ種類のコウモリの肝臓と牌臓で検出されたが、腎  
臓、心臓、肺からは検出されなかった。また他の動物からは検出され  
なかった。驚くべきことに、抗体陽性の動物はすべてPCR陰性であり、  
PCR陽性の動物はすべて抗体陰性であった。これはPCR陽性の動物  
は感染から日が浅く」免疫反応が検出できる前に検査されたためと思  

われる。  

3／8  
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感染症定期報告の報告状況（平成18年6月1日～平成－8年8月31日）  資料1  

ジウム感   2005；353：  Clostridiumdjffic‖eの新菌株の出現により、関連疾患の発生率と重症  

染  2433－2441  度が上昇している可能性が示唆されている。2000年から2003年に本  
菌関連疾患の集団発生が起きた8医療施設から得た本菌の分離株  

187株を、2001年以前の分離株データベースと比較した。その結果、  
全施設の分離株で同定された最近の別川APl株は、ガチフロキサシ  
ンとモキシフロキサシンに耐性を示すことが明らかとなった。   

6005  6 2006／06／02  コロナウイ  CrinInfect  新規ヒトコロナウイル茄KUlは呼吸器及び腸疾患に関連する可能性  

ルス感染  Dis2006；42：  があり、状態の不良な患者における持続性の無症候性感染との関連  

634－639   が考えられる。   

60056  2006／06／02  コロナウイ  Science   2004年3月から12月に、中国の4地区から408匹のコウモリを集め、血  
ルス感染  2005；310：  液、糞、唾液を採取し、血清検体および糞または唾液由来cDNAを、  

676－679   各々独立に、異なった方法で、二重盲検により分析した。その結果、  
ある種のコウモリが重症急性呼吸器症候群（SARS）の病原体である  

SARSコE）ナウイルス（SARS－CoV）に非常に近いコロナウイルスの自  

然宿主であることが明らかになった。これらのウイルスはSARS様コロ  
ナウイルス（SL－CoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネコから分離された  
SARS－CoVより遺伝的多様性が高い。ヒトやジャコウネコから分離され  
たSARS－CoVは系統発生学的にS卜CoVの範疇に入り、SARS発生の  
原因ウイルスがSL－CoV群の一員であったことを示す。   

60056  2006／06／02  デング熱  馴00d2005：  骨髄移植後の最初の再発時に敗血症と不可逆性ショックを発症し、死  
106：Abstract  後解剖でデングウイルス4型感染が判明した急性リンパ性白血病  
＃5331   （ALL）小児患者について報告する。1994年11月にプエルトリコで兄弟  

からの骨髄移植を受けた6歳の少女は移植後5日目に全身紅班、6日  
目に発熱を発症し、抗生物質の投与にかかわらず、不可逆的ショック  
を起こし、11日目に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝臓、牌臓から  
デングウイルス4型が検出され、PCRで確認された。ドナーの血液をさ  

らに検査したところ、デングウイルス4型のIgM抗体が検出され、患者  
ウイルスの培養は、ドナーの急性力価と一致した。デングウイルス感  
染は流行地域で輸血や骨髄移植を受けた患者の死亡原因となりう  

る。   

60056  2006／06／02  デング熱  ProMed20050  2005年9月、ベネズエラ、シンガポール、カリブ海マルチニーク島、マ  

928－0040  レーシアでデング熱が流行している。死亡者も多数でている。   

60069  2006／06／29  鳥インフル  EmergZnf畠ct  タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡  10    エンザ  Dis2006；12：  した5のの血べ 

歳少年液検体を調た。RT－PCRにより、血祭はH5Nlイ  
104卜1043  ンフルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを  

分離し、遺伝子配列を決定したところ、A／ThaiIand／NK165／05  
accessionno．DQ372591－8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミ  

ニダーゼ（NA）遺伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HA  

ま2004N5Nlとは異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフル  
エンザウイルスの特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－  
2005日5Nlと同じアミノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルス  
が存在したことから、感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきで  
ある。   

60056  2006／06／02．  島インフル  

エンザ   ビルに耐性を示すH5Nl型ウイルスが発見された。患者は予防量から  

1108   開始し、のち高用量（治療量）投与され、回復した。高用量投与後はウ  
イルスは分離されなかった。フェレットに感染させた実験で、オセルタミ  

ビル耐性ウイルスはザナミビルには感受性を示した。   
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感染症定期報告の報告状況（平成18年6月1日～平成18年8月31日）  資料1  

PARV4およぴPARV5に陽性であった。   

60085  2006／07／24  伝染性紅  

斑   2005；45：   

181卜1815  果、21製剤（1％）が陽性であった。試験期間中114例の患者のうち14例  
がB19DNA陽性の血液成分を投与されたが、急性B19感染症を呈した  
患者はいなかった。   

60062  2006／0（；／20  変異型ク  BMJOn［ine  1996年から1999年に、手術時に20－29歳であった患者から得られた虫  皿    ロエ   

イツフ  doi：10．1136／b  垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリオンに陽性染色であった3  
ルトヤコ  両．38804．511  例（虫垂）について、プリオン蛋白の遺伝子型分析を行った。3検体中2  
ブ病   644．55   例で分析が可能であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子（PRNP）コドン129  

のバリンがホモ接合体であった。今まで調べられたvCJD患者は、メチ  
オニン／バリンのヘテロである医原性の1例を除いて全て、PRNPのコド  
ン129がメチオニンのホモ接合体サブグループであり、バリンホモ接合  
体サブグループがvcJDに対して感受性があることが初めて示され  

た。この遺伝子型のvCJD感染者は長い潜伏期間を有している可能性  
があり、この間に水平感染が供血または無症候期の感染者に使用さ  
れた汚染手術用具のいずれかから起きる可能性がある。   

60085  2006／07／24  変異型ク  CDRWeekIy  英国で、献血の20ケ月後にvCJDを発症したドナーからの血液（赤血  
ロイツフェ  2006；16（6）  球）を輸血された患者が、8年後にvCJDと診断された。これは英国に  
ルト・ヤコ  おいて輸血伝播によると思われるvCJD感染の3症例目である。   

60056  2006／06／02  変異型ク  JViro12005；  慢性消耗病（CWD）感染ミュールジカの脳組織を、リスザルの脳内に接  
ロイツフェ  79：13794－  種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザル  
ルトヤコ  の脳組織にはPrPresが検出され、海綿状変性が認められた。霊長類  
ブ病   にCWDが感染した初めての報告である。   

60056  2006／06／02  変異型ク  JViro12006；  酸性ドデシル硫酸ナトリウム（SDS）によるプリオンの不活性化について  

ロイツフェ  80：322－331  検討した。ハムスターSc237プリオンおよびヒト散在性クロイツフェルト・  
ルトヤコ  ヤコブ病（sCJD）プリオンの酸性SDS暴露による不活性化には、SDS濃  
ブ病  度、暴露期間、温度が関係した。ヒトsCJDプリオンはハムスターSc237  

プリオンに比べ、不活性化に10万倍以上抵抗性を示した。ステンレス  
鋼線に付着したヒトsCJDプリオンは酸性SDSとオートクレーブの併用  

で除去された。この知見は手術器具や歯科用機器などのプリオン不  
活性化に適したシステムの基礎となる。   
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変異型ク  
ロイツフェ  

ルトヤコ  

ブ病  

2006／06／02  2004年2月に50歳の  日本人男性がCJDサーベイランス委員  Lancet2006；  
367：874  された。男性は英国およぴフランスに滞在歴があった。2001年6月に  

発病し、2003年1月には脳脊髄液は14－3－3蛋白質陽性であった。PrP  
遺伝子解析では変異は見られなかった。2003年12月にはMRIと脳波よ  
り、SCJD可能性例と診断された。2004年12月に死亡し、剖検によりv  
CJDと診断された。日本初のvCJD確定例である。  

変異型ク  

ロイツフェ  

ルトヤコ  

ブ病  

2006／06／20  マウスPrP遺伝子の置換によってヒトまた  Lancet  

Neuro12006；  

5：393－398   

はウシのコドン129遺伝子型  

（MM、MV、VV）のPrP蛋白を発現するマウスを作製し、BSE又はvcJD  
を接種し、疾患の臨床的及び病理学的な徴候を評価した。その結果、  
BSEはウシの系には感染したが、ヒトの系には感染しなかった。対照  
的に、VCJDはヒトの3つの系全てに感染したが、各々の遺伝型で病理  
学的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率が高く、病理学的特  
徴および臨床症状が早く発現したい∨∨は感染効率が最も低く、発現  
までの期間が長かった。BSEからヒトヘの感染は種の壁の存在によっ  
て制限を受けているが、VCJDのヒトからヒトヘの感染は実質的に壁が  
低くなっているように思われる。さらに、コドン129の遺伝型に関係な  
く、輸血のようなルートによって、VCJDの2次感染が起こりやすい可能  
性がある。潜伏期間の長い疾患はこれらのモデルによって予測がで  
き、疾患の伝播拡大の危険性や有意な公衆衛生上の問題を示すであ  
ろう。  

変異型ク  
ロイツフェ  

ルト・ヤコ  

ブ病  

2006／06／02  イタリ  アのサッサリ地方で飼育されている818頭の  Nat Med 

2005；11：  

1137－1138  

ヒツジについて調べ  

たところ、そのうち261頭がプl）オン病に対する感受性を与えるPrnp対  
立形質を有していた。7頭が明らかなスクレイピーであったが、脳、リン  
パ節、扁桃腺でPrPScが検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作  
為に選んだ健康なヒツジ100頭について乳腺を組織学的に調べたとこ  

ろ、乳腺炎とスクレイピーを併発していた4頭では乳腺においてPrPSc  
が検出された。30km離れた別の群れのヒツジ272頭についても同様  
の調査を行ったところ、1頭が同様の所見を呈した。慢性的な炎症とス  
クレイピーの併発により、PrPScの沈着が予期せぬ組織に広がること  
が示された。  

変異型ク  
ロイツフェ  

ルトヤコ  

ブ病  

2006／06／20  

PLoS Pathogens 2006；2：e32  

土壌ミネラルと病原性ブリオン蛋白（PrPSc）の相互作用を検討すること  

によって、土壌がTSE蓄積体として提供される可能性を調べた。その  
結果、2種類の粘土ミネラル、石英およぴ4種類の全土壌サンプルに  
PrPScが吸着し、感染性も維持されることが明らかとなった。我々の研  
究結果は、土壌環境に入ったPrPScは生物に利用できる形態で維持  
され、プリオン病の動物感染を永続させるとともに、他の種をこの感染  
性病原体に曝露させる可能性があることを示している。  

変異型ク  
ロイツフェ  
ルトヤコ  

ブ病  

2006／06／02  英国保健省の月間統計に  ProMED2006  

0112－0070   
よると2006年1月6日時点でCJD死亡患者総  

数（BSEと関連があると思われるvcJDを含む）は153例で、内訳は  
vCJD確定例における死亡患者109例、VCJD可能性例における死亡  
患者（神経病理学的に未確定）43例、VCJD可能性例における死亡患  
者（神経病理学的確定実施中）1例であった。存命中のvCJD患者は6  
例で、VCJD確定例および可能性例総数は159例で前月から変化はな  
かった。  

変異型ク  

ロイツフェ  

ルトヤコ  

ブ病  

2006／06／20  2006年1月11日の血液専門委員  Robert Koch  

Institut／  

Voten des  

Arbeitskreise  

sBlut／  

Votum33   

会第61回会議で可決されたvCJDに  
関するドイツ連邦保健省血液専門委鼻会の通達である。まだ使用され  
ていない血液製剤によるvCJDの感染を防止し、感染の可能性のある  
供血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。  
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鳳雛瓢  、挙弼神技  ÷ミ輝染症 出輿 概要 
植下1 

6005  6 2006／06／02  変異型ク  Science   
慢性消耗病（CWD）のシカの骨格筋中に感染性プリオンが含まれてい  15  

ェ 

ロイツフェ  2006；311：  るかどうかを、シカのプリオンを発現するトランスジェニックマウスにお  
ルトヤコ  1117   いて検討した。CWDに感染したシカの骨格筋手由出物を脳内に接種した  
ブ病  トランスジェニツクマウスは360～490日後に、脳抽出物を接種した群  

は230～280日後に、進行性神経症状を呈し、これらのマウスの脳に  
はPrPscが検出された。正常シカの抽出物を接種した対照群では発病  
しなかった。   

60056  ‘2006／06／02  変異型ク  Sunday   vcJD専門家が、ヒツジとヤギにおける非定型スクレイピーの危険性を  16  
ロイツフエ  Herald2006  警告している。ヒトに感染するおそれがあるため、、現在18月齢以上  
ルト・ヤコ  年3月5日  のヒツジに行われているTSE検査を、もっと若いヒツジに対しても行う  
ブ病   http：／／www．s  

undayherald．c  
om／54442   

60085  2006／07／24  変異型ク  TheGuardian  英国は、1990年代に輸出された英国製の血液製剤からのvCJD感染  17    ロ 
イツフェ  2006年5月2  

日  vCJD感染は英国では3例報告されており、未発症の感染者からの供  
ブ病  http：／／www，g   

uardian．co．uk  の高いブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、インド、ヨル  
／frontpage／st  

Ory／0”176553  

1，00．html   

60056  200（；／06／02  変異型ク  英国保健省  輸血と関連したvCJDの新たな症例が見つかった。患者は、供血後  
ロイツフェ  Press   20ケ月でvCJDを発症したドナー由来血液の輸血を受け、その約8年後  
ルトヤコ  Statement  にvCJDを発症した。この患者は存命中で、国立プリオン病院の医師  
ブ病   http：／／www．h  による治療を受けている。この症例は輸血関連vcJD伝播としては3例  

Pa．Org．uk／hpa  目であり、VCJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新たな  
／news／articIe  証拠となるだろう。これら3例は、血焚分画製剤の投与ではなく、すべ  
S／press＿relea  て血液成分の輸血と関連している。この患者は、英国で供血後に  
SeS／2006／06  vCJDを発症したドナーから輸血されたことが判明し生存しているおよ  

0209＿dd．htm  そ30人の一人だった。対象者は全員vcJD暴露の可能性があることを  
通知され、手術などの医療措置を介したvCJD伝播の危険を減らすた  
めの予防措置を講じるよう求められている。   

60056  2006／06／02  マラリア  ProMed20051  フランス人旅行者1名が2005年8月～9月ト◆ミニカ共和国東部を旅行した後  
015－0070  こ熱帯性マラリアを発症した。マラリア薬の服用歴なし。過去12ケ月以内  

に輸血、臓器移植歴もなし。   

60056  2006／06／02  レンサ球  ClinMicrobioI  スペインの2つの大病院で行われた成人における肺炎連鎖球菌菌血  

菌感染  Infect2005；  症回顧試験で、1020件中108件（10．6％）が病院内肺炎球菌血流感染  
＝：919－924  （NPBl）と同定された。この内77例のデータが分析可能であったが、入  

院後、血液培養が陽性になるまでは3～135日（中央値17日）で、基礎  
疾患は悪性腫療（31％L慢性閉塞性肺疾患（28．6％）」心不全（16．9％）、  
慢性腎不全（15．6％L肝硬変（13％）、HIV感染（13ワも）であった。患者の  
31．2‰が重度の敗血症、11．7％が敗血症ショック、3．9％が多臓器不全  
を呈した。原因菌の血清型のうち、78％は23価多糖体ワクチンに含ま  
れていた。35名（45．5ワら）の患者が死亡し、そのうち21名（27．3煩がNPBl  
に関連すると考えられた。   

60056  2006／06／02  感染   Eurosurveilla  1999年以来、スウェーデンでは梅毒症例数が増加している。男性と性  
（梅毒）  nce2005；  交渉する男性の間で激増しているためで、2004年は前年比7％増の192  

10（11）：   例で、1980年代半ば以来最高となった。感染の60％は男性間性交  
051110   渉、38％は男女間性交渉によるもので、約半数（97例）がストックホル  

ム郡で報告されている。ストックホルム郡外の症例のうち2例は海外で  
血液製剤により感染した。   
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2006；193：  A－E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の－  
1089－1097  つをNVヰと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含  

み、非A－E肝炎患者69例中17例（24．6％）に検出された。NV－F陽性患者  
65例中49例（75．4％）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また免疫  
蛍光分析により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなっ  
た。NVイはヒト肝炎に関連する新規の1本鎖DNA断片である。   

60062  2006／06／20  寄生虫感   Transfusion  

染  2005；45：   1745例の血清をBabesjamicroti抗体について調べた。流行地の血清  
1804－1810  学的陽性血液ドナーは24例（1．4％）で，非流行地の陽性血液ドナー（6  

例、0．3％）より多かった。また，血清学的陽性の血液ドナー19例のうち  
10例（53％）がPCRによりBabesiamicroti（＝陽性であった。輸血により本  
寄生虫血症が伝播するおそれがある。   

60056  2006／06／02  細菌感染  Transfusion  2004年3月にアメリカ赤十字の36の地域血液センターすべてにおい  

2005；45：   て、成分採血由来の血小板製剤における細菌汚染についてルーチン  
1845－1852  の品質管理試験を行った。細菌試験の最初の10ケ月で350，658例中  

226例が初期陽性であった。初期陽性のものにつき再度検体採取した  
ところ、68例で細菌汚染が確認され、陽性率は0．019％であった。単離  

された細菌はブドウ球菌属（47．1％）、連鎖球菌属（26．5％）、グラム陰性  
菌（17．6％）であった。スクリーニングで陰性であった成分に対して、敗  
血症性輸血反応と疑わしい症例が3例特定され、これらはすべてコア  
グラーゼ陰性ブドウ球菌が原因とされた。   

60056  2006／06／02  細菌感染  Transfusion  血小板供血歴の長い、無症候性の58歳男性由来の血小板が単球症  

2006；46：   リステリア陽性であった。パルスフィールドゲル電気泳動パターンは  
305－309   CDCデータベース中の他の2例の単球症リステリア分離株と一致した  

が、疫学的な関連性は見られなかった。   

60056  2006／06／02  細菌感染  Transfusjon  オランダで2002年11月に全国統一の皮膚消毒法（70％イソプロピルア  19     2006：46：  ルコ 

ールを用いたダブルスワブ消毒）が導入された。2002年から2003  
476－485   年に、プールされた軟層由来の濃縮血小板113，093例をスクリーニン  

グしたところ、新消毒法導入後の初回陽性は0月5％で、導入前の0．95％  
と比べ、わずかな減少あった。初流血除去バッグを使用していた施設  
では細菌汚染の頻度は有意に低く、新消毒法導入前は0．5％、導入後  
は0．37％であった。アフェレーシス濃縮血小板は8000例中24例（0．3％）が  

初回陽性であった。   
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